
東
岸
が
ト
レ
ン
チ
外
で
確
認
で
き
な
い
が
、
推
定
幅
約

一
0
m
前
後
、
深
さ

-
）
か
ら
食
用
植
物
種
子
や
祭

木
簡
の
出
土
し
た

S
D
一
八
―
二

0
は
、
こ
の
谷
状
の
落
ち
込
み
地
形
で
、

一六

一六
―
1
0
八

一
六―

―五

に
か
け
て
谷
状
に
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

時
代
の
三
条
の
溝

(
S
D
六

第
一
八
次
調
壺

宮
町
遺
跡
の
北
側
西
端
に
位
置
す
る
。
こ
の
場
所
の
旧
地
形
は
、
西
か
ら
東

る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
奈
良

し
た
第
四
次
調
査
地
に
近
接
す

ら
み
て

S
D
六

一
六
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

置
し
、
本
誌
第
一

0
号
で
報
告

木
簡
は
い
ず
れ
も
溝
の
下
層
の
有
機
物
堆
積
層
か
ら
出
土
し
、
出
土
遺
物
か

宮
町
遺
跡
中
央
西
寄
り
に
位

と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
六
次
調
査

7
 
6
 
5
 

宮
跡

4
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

八
世
紀
中
頃

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
土
遺
物
の
時
期
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
対
の
も
の

八
l
-

．
o
m
を
測
り
、
二

0
・
七

m
を
隔
て
て
平
行
に
流
れ
る
南
北
溝
で
あ

二
条
の
溝
は
と
も
に
八
世
紀
中
頃
に
掘
削
さ
れ
、
中
世
ま
で
機
能
し
て
お
り
、

る。

鈴
木
良
章

・
高
橋
加
奈
子

3

発

掘

機

関

一
九
九
五
年
一

2

調
査
期
間

1

所
在
地

信
楽
町
教
育
委
員
会

み
や
ま
ち

滋
賀
•
宮
町
遺
跡

S
D
一
六
二

0
八

・
一
六
二
五
一
は
、
幅
約
一
．
o
l
-
•

五
m
深
さ
0
.

簡
の
年
紀
か
ら
天
平
一
六
年
（
七
四
四
）
前
後
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
五
年
七
月
し

一
九
九
六
年
二
月

滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
大
字
宮
町

一
九
九
四
年
（
平
6
)

八
月
し

一
九
九
五
年
三
月

一
月
し
一
九
九
七
年
一
二
月

銭
な
ど
と
と
も
に
、
削
屑
を
含
め
約
三
五

0
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

S
D
六
―
一
六
は
、
第
四
次
調
査
で
木
簡
の
出
土
を
確
認
し
た
溝
の
延
長
で
、

幅
ニ
・

七
m
深
さ
―
.

o
m

延
長
一
0
•

八
m
を
測
り
、
蛇
行
し
な
が
ら
南
北

埋
土
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
、
上
層
と
下
層
の
内
容
や
時
期
に
差
異
が
な
く
、

加
工
木
や
ヒ
ノ
キ
の
切
株
が
集
中
的
に
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
紫
香
楽
宮
造
営

中
に
埋
没
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
埋
没
時
期
に
つ
い
て
は
、
出
土
木

方
向
に
流
れ
る
。

100 



1995年 出上の木簡

一
・
五
１
二

。
Ｏ
ｍ
を
は
か
る
。

こ
の
谷
の
埋
土
か
ら
、
人
為
的
に
切
断
さ
れ
た
大
量
の
木
材
片
が
、
人
世
紀

中
頃
の
土
器
や
墨
書
土
器
、
土
馬
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
、
内
容
不
明
の
削
居

一
点
が
含
ま
れ
る
。

地
形
や
出
土
遺
物
の
検
討
か
ら
、
こ
の
遺
構
の
性
格
は
、
紫
香
楽
宮
造
営
に

伴
う
用
材
加
工
場
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

〓
一　
第

一
九
次
調
査

宮
町
遺
跡
の
西

・
南
側
に
Ａ
ｌ
Ｅ
の
五
つ
の
地
区
を
設
け
、　
一
辺
三
―
五
ｍ

の
グ
リ
ッ
ト
を
計
四
四
カ
所
設
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ニ
カ
所
か
ら
合
計
で
六

五
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
Ａ
地
区
は
、
遺
跡
の
西
側
南
寄
り
に
あ
た
り
、
木
簡
は
、

奈
良
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
幅
約

一
〇
ｍ
深
さ
約

一
・
五
ｍ
の
自
然
河
川

（Ｓ
⊇

一〇
一
〇
一
）
の
下
層
か
ら
、
土
器
や
食
用
植
物
種
子
な
ど
と
と
も
に
出

土
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
「大
」
「中
」
「器
」
「
田
」
な
ど
の
墨
書
土
器
五
点

が
含
ま
れ
て
い
る
。

奈
良
時
代
の
出
土
土
器
の
器
種
構
成
な
ど
を
検
討
す
る
と
、
遺
跡
中
央
地
区

で
出
土
し
た
遺
物
群
と
比
較
し
て
、
大
法
量
の
土
器
が
少
な
く
、
煮
炊
具
が
多

い
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
遺
構
の
性
格
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〔御
己

　
　
　
　
　
　
　
七
□

「
＜
伊
豆
国
田
方
郡
棄
妾
郷
戸
主
人
生
部
綾
師
戸
大
生
部
□
□
□
調
鹿
堅
魚
拾
壱
斤
拾
両

ま
た
、
宮
町
地
区
の
南

・
西
側
で
は
、
紫
香
楽
富
に
関
連
し
た
遺
構
は
こ
れ

ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
時

代
の
遺
構
や
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
紫
香
楽
宮
跡
の
推
定
範
囲
は
さ

ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

宮
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
人
三
年
度
の
第

一
次
調
査
以
来
、　
一
九
九

五
年
度
末
現
在
で

一
九
次
に
お
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
、
第
四
次

（八
六
年
度
）、
第

一
二
次

（九
二
年
度
）、
第

一
三
次

（九
三
年

度
）、
第

一
六
次

（九
四
年
度
）、
第

一
人
次

・
第

一
九
次

（と
も
に
九
五
年
度
）

の
各
調
査
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
第

一
二
次

。
第

一
人
次
調
査
で
は
、
と
も
に

判
読
で
き
な
い
墨
付
き
の
小
片

一
点
が
出
土
し
た
だ
け
で
あ
る
の
で
、
省
略
す

る
。
第
四
次
調
査
出
土
木
簡
は
本
誌

一
〇
号
で
、
ま
た
第

一
三
次
調
査
の
主
要

な
出
土
木
簡
は
本
誌

一
七
号
で
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第

一
六

次
、
第

一
九
次
調
査
出
上
の
主
要
な
木
簡
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一　
第

一
六
次
調
査

Ｓ
Ｄ
六
一
一
六

ω
　
。
「
＜
遠
江
国
長
下
郡
伊
筑
郷

〔十
ヵ
〕

。
「
＜
　
　
　
天
平
□
六
年
七
月
□

　

　

　

（臣
ゞ
］泉
い
愚

ｏ
Φ
ｅ
×
朗
×
∞

需
∽
　
　
　
ｌｏ



。
「
＜
狭
限
郷

・
冨

口

Ш

　

　

　

　

　

　

　

（∞枷）×
］疼

愚

・
×
浦
郡
託
良
郷
」

。

庸
米
五
斗
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（覆
ｙ
］受
ヽ
ｏぢ

□
御
井
郷
戸
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

「猪
干
宍
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ巽
牌契
］
冨

「鶏
煮
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔ｏ受
μ睫
∞
冨

ぼ

目
国
葛
野
口
Ｈ

日

縫

従
六
附
趾
群
異

口

回

ｌ

ｌ

日

日

日

日

日

日

日

日

□

俗)(7)(6)(5)  は)

llつ    l131   1121   1all   l101

目冨邑□

物
部
佐
月

年
十
　
　
　
　
　
　
」

『酢
ｒ
ｒ
ビ
ビ
ｇ
ｒ
』
」

申
請
□

以
前
□

【蔦
言
辰
ヵ
〕

□
□
□

　

（上
下
端
焼
損
）

□
□
人
月
…
…
□
二
合

８

牌
　

　

　

１０

０
０
μ

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
騨

ａ
ｅ

×

含
じ

×
∞
　
⇔
盟

Ｏ
Φ
岸

伽
⇔
い
×

］
６
×

∞
　

ｏ
一
牌

解≧



1995年出上の木簡

∞

　

□
宅
宿
祢

Ｓ
Ｄ
一
六
三
〇
八

⑭

　

□
所
　
請

修9   9D   Ol1   201   1191   119   11り
つ９〓

一　
第

Ａ
地
区

釣

　

「参
河
国
宝
鉄
郡
望
理
郷
」

Ａ
地
区

一
六
ト
レ
ン
チ
Ｓ
Ｄ
二
〇

一
〇

一

〔
部
ヵ
〕

「□
□
…
…
□
門
□

（刻
線
）

「□
冊
疋
」

小
子
部
黒
万
呂

宇
治
越
方

出
雲
回
□

正
六
位
…
…
□
大
抜

天
平

□
紙九

次
調
査

三
ト
レ
ン
チ
整
地
層

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
〕

岸
∞
∞
×
］
釦
×
∞
　
ｏ
Ｐ
畔

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

６
鬱

×

６

じ

×

Ｃ

）

ｏ
解

〇
〇
μ

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
ド

］
μ
μ
×

∞
⇔
×

］
　

ｏ
い
μ

2つ   9Cl①
ｌ
い
、
い
―
側
は
荷
札
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
的
は
、
裏
面
に
墨
が
認
め
ら

れ
な
い
が
、
荷
札
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
①
も
荷
札
の
削
婿
で
あ
ろ
う
。

③
は
上
総
国
平
群
郡
、
い
は
阿
波
国
勝
浦
郡
、
い
は
丹
波
国
桑
田
郡
の
も
の
で

あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
『和
名
抄
』
で
は
河
内
国
茨
田
郡

・
美
濃
国
各
務

郡

・
備
中
国
賀
夜
郡

・
讃
岐
国
多
度
郡

・
伊
予
国
宇
摩
郡

・
同
桑
村
郡

。
土
佐

国
高
岡
郡
に
御

全
影

井
郷

（里
）
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
荷
札
の

国
名
は
、
参
河
国

・
駿
河
国

。
上
総
国

・
越
前
国
の
四
カ
国
で
あ
っ
た
が
、
あ

ら
た
に
遠
江
国

。
伊
豆
国

・
丹
波
国

・
阿
波
国
が
加
わ
り
、
０
を
除
け
ば
合
計

八
カ
国
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
東
海
道
と

北
陸
道
の
荷
札
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
天
平

一
五
年

（七
理
こ
　
一
〇
月
に
東

海

。
東
山

・
北
陸
三
道
二
五
カ
国
の
今
年
の
調
庸
を
紫
香
楽
宮
へ
貢
納
せ
し
め

た
措
置
に
合
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
は
南
海
道
の
、
い
は
山
陰
道
の
回
で

あ
り
、
こ
の
措
置
の
対
象
範
囲
か
ら
は
ず
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
働
の
国
名
は
、

単
純
に
は
決
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
紫
香
楽
宮
の
造
営
と
経
営
に
あ
た
っ
て
、
東
日
本
諸
国
の
調

「模
作
郷
米
国

「□
〔跡
酔
儲
証
塩
二
斗
入

一
古

鋳
銭
□

（
牌
騨
Ｎ
）
×

μ
∞
×
∞
　
Φ
い
Φ

（
］
Ｐ
り
）
×

（
牌
釦
）
×
∞
　
ｏ
〕
Φ

Ｏ
Ｏ
Ｐ



庸
物
の
み
な
ら
ず
、
西
日
本
諸
国
の
物
資
も
投
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
む
し
ろ
、
は
じ
め
は
全
国
の
調
庸
な
ど
の
一
部
が
恭
仁
宮
を
介
し
て
紫

香
楽
宮
に
運
ば
れ
て
い
た
の
を
、
天
平
一
五
年
分
か
ら
東
日
本
諸
国
の
調
庸
な

ど
の
す
べ
て
を
投
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
、
右
の
措
置
で
あ
っ
た
と
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
④
が
庸
米
の
荷
札
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出

土
し
た
荷
札
で
、
税

H
が
わ
か
る
も
の
は
、
中
男
作
物
一
点
以
外
は
、
す
べ
て

調
で
あ
っ
た
。
今
回
の
荷
札
で
も
、
②
⑳
の
税
目
は
調
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

④
は
庸
の
は
じ
め
て
の
事
例
で
あ
る
。

⑳
は
、
頭
部
を
圭
頭
に
し
、
郷
名
と
物
品
名
と
お
そ
ら
く
は
数
量
を
記
し
た

も
の
で
、
裏
面
に
墨
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
と
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
が
、

〔
薩
ヵ
〕

第
一
―
二
次
調
査
出
士
の

「＜
口
□

口
心
太

一
古
入
一
二
斗
」
で
あ
る
。
読
め
な
い

は
じ
め
の
三
文
字
は
、
本
誌
一
七
号
で
は
、
地
名
・
人
名
・
税
目
の
可
能
性
を

あ
げ
て
お
い
た
。
こ
れ
は
、
切
り
込
み
を
入
れ
る
点
は
異
な
る
が
、
頭
部
を
圭

頭
に
し
、
三
文
字
の
次
に
物
品
名
と
数
量
を
記
し
、
裏
に
及
ば
な
い
点
は
よ
く

そ
う
す
る
と
、
詞
が
郷
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
点
を
参
照
す
る
と
、
右
の
木

簡
の
三
文
字
も
、
地
名
で
あ
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
本
誌
一
七
号
で
は
、
東

日
本
諸
国
か
ら
の
物
資
搬
入
を
前
提
に
し
て
、
常
陸
国
久
慈
郡
薩
都
郷
の
可
能

性
を
示
唆
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
右
述
の
よ
う
に
、
紫
香
楽
宮
に
運
び
込
ま

れ
た
物
資
は
、
東
日
本
の
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
阿
波
国
那

似
て
い
る
。
両
者
は
同
類
の
木
簡
で
あ
ろ
う
。

賀
郡
薩
麻
駅
の
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑤
は
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
や
や
小
型
の
木
札
の
上
方
に
、
物
品
名
だ
け
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
状
・
大
き
さ
・
文
字
の
部
位
は
⑦
と
似
て
い
る
。

⑦
は
一
二
文
字
目
が
読
め
な
い
が
、
何
ら
か
の
物
品
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑧
は
、
大
型
の
木
簡
で
頭
部
を
圭
頭
に
し
、
下
端
を
や
や
尖
ら
せ
て
い
る
。

表
裏
両
面
に
削
り
残
り
の
よ
う
に
文
字
や
墨
痕
が
み
え
る
が
、
最
初
の
墨
書
の

内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
表
面
右
側
の
そ
れ
は
一
部
分
が
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、

も
と
の
材
を
二
次
整
形
し
、
も
と
書
か
れ
て
い
た
文
字
を
一
部
削
り
取
っ
た
上

で
「
山
背
国
」
以
下
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
の
中
間
部
分
と
裏
の
大
部

分
の
文
字
が
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
木
簡
が
、
何
に
二
次
利
用
さ

⑧
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
第
一
―
二
次
調
査
で
出
土
し
た
「
山
背
国

司
解
解
」
「
皇
后
宮
職
職
職
」
な
ど
と
習
書
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
。
両
者
は
と

も
に
山
背
国
に
関
連
す
る
。
ま
た
、
閲
は
鋳
銭
司
に
関
す
る
削
屑
で
あ
ろ
う
。

鋳
銭
司
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
閏
―
一
月
か
ら
天
応
二
年
（
延
暦
元
年
、
七

八
―
-
）
四
月
ま
で
の
間
、
山
背
国
相
楽
郡
岡
田
に
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ

れ
も
紫
香
楽
宮
と
山
背
国
と
の
関
係
を
物
語
る
史
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
⑨
⑳

も
同
様
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
紫
香
楽
宮
が
、
恭
仁
宮

の
あ
っ
た
山
背
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
今
後
は
、

そ
の
関
係
の
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

叫
ー
⑫
は
文
書
の
削
屑
で
あ
る
。
⑪
と
⑫
は
同
一
の
材
で
あ
る
可
能
性
が
あ

れ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
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栄
原
永
遠
男
『
今
よ
み
が
え
る
紫
香
楽
宮
』
（
信
楽
町
教
育
委
員
会
、

九
五
年
）

⑯
は
、
「
口
所
」
が
何
か
を
ど
こ
か
に
請
求
し
た
文
書
の
削
屑
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
口
所
と
い
う
事
務
部
局
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
。
第

一
三
次

〔
所
ヵ
〕

調
査
で

「造
大
殿
口
」
と
書
か
れ
た
削
屑
と
、
「
羹
所
」
と
あ
る
墨
書
土
器
が

出
土
し
て
い
る
の
で
、
所
の
三
つ
め
の
事
例
で
あ
る
。
紫
香
楽
宮
に
は
、

⑰
に
は
「
門
」
が
み
え
る
。
「
続
日
本
紀
」
に
よ
る
と
、
紫
香
楽
宮
に
朱
雀

門
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
⑰
は
、
そ
れ
以
外
に
も
門
や
そ
れ
に
取
り
付

く
区
画
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
宮
全
体
の
門
か
、
宮
内
部
の

⑬
の
第
一
字
目
は
、
先
の
尖
っ
た
も
の
で
書
い
た
も
の
だ
が
、
読
め
な
い
。

文
字
面
の
下
方
（
四
本
）
、
裏
面
の
下
方
（
五
本
）
、
裏
面
の
上
方
（
六
本
）
、
右

側
面
（
七
本
）
に
刻
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
線
刻
す
る
こ
と
と
そ
の
本
数
の
意

鈴
木
良
章
「
滋
賀

•

宮
町
遺
跡
」
（
「
木
簡
研
究」

一
九
八
八
年
）

鈴
木
良
章

・
栄
原
永
遠
男

「滋
賀

・
宮
町
遺
跡
」
（
「木
簡
研
究
」

同
「
紫
香
楽
宮
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
(
-
九
九
四
年
）

1
0
 

9

関
係
文
献

味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

小
区
画
の
門
か
は
、
今
後
の
調
査
の
進
展
を
ま
っ
て
判
断
し
た
い
。

い
ろ
な
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

る。

一
九
九
四

信
楽
町
教
育
委
員
会
『
宮
町
遺
跡
発
掘
調
介
報
告
』

I
（
一
九
八
九
年
）
一
七

一九
い
ろ

|
」
（
『
日
本
歴
史
」
五
六
七

鈴
木
良
章
「
紫
香
楽
宮
関
連
遺
跡
の
調
壺
ー
宮
町
遺
跡
の
調
査
を
中
心
に

年）

一
九
九
五
年
）

l
i
7

鈴
木
良
章

)

/
8
.
9

栄
原
永
遠
男
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